










要約:

母乳による児の能動免疫増強ならびに母乳の抗炎症作用の機序を知るために、初乳中の

interleukin1(IL-1)、interleukin8(IL-8)、IL-l receptor antagonist(IL-1ra)を検討し

た.初乳の乳漿中にはIL-1β、IL-8、IL-1ra が検出された.IL-lra は IL-1βに比較して段

違いに高濃度であった.初乳マクロファージは LPS 刺激培養で末梢血単球と同程度の IL-1

産生能を有しており、採取直後の初乳細胞に IL-8mRNA の発現が確認された.乳漿中の IL-

8 ならびに児の体内に侵入した初乳細胞の産生する IL-1、IL-8 が児の能動免疫増強に関

与する可能性が示唆される.乳漿中の高濃度の IL-1ra の存在は、母乳の抗炎症作用の機序

の一つかも知れない.


